
仕様書 

 

 

１ 案件名称    消耗品（作業用ヘルメット外 10点）の買入 

 

２ 品 名       消耗品（作業用ヘルメット外 10点） 

 

３ 数量・仕様 購入品目明細のとおり 

 

４ 納 期       令和７年９月 26日（金） 

 

５ 納品先 大阪市計画調整局開発調整部開発誘導課 

 

６ 担当者 大阪市計画調整局開発調整部開発誘導課 

          大阪市北区中之島１－３－20 本庁舎７階  

            担当：齋藤 

          ℡ 06－6208－7897 

 

７ その他 

（１）本仕様書について定めのない事項または仕様書の内容に疑義が生じた事項については必

要に応じて本市担当者と協議して定めることとする。ただし、軽微なものについては本市担当者

の指示に従うものとする。 

（２）契約時に各品目の金額が把握できる明細を提出すること。 

（３）別紙「特記仕様書」を遵守すること。 



項番 品名等 形状・寸法等 参考製品【メーカー／型番・品番／JANコード等】 数量 単位

1 作業用ヘルメット
【色】白
【使用区分】飛来・落下物用かつ電気用
【他】ヘッドバンド、あごひも付き

【ミドリ安全／SC－11B　RA　KP付／商品コード4001201104】
【トーヨーセーフティ／110／4962087110019】
【谷沢製作所 ／0169AK-E-W1／4546721002269】

4 点

2 軍手
【サイズ】大人用
【他】滑り止め付き

【おたふく手袋／223／4970687199488】
【アスクル／HXT-AP2／4535164039659】
【トラスコ中山／TGW-835 ／4989999271652】

10 双

3 雨合羽　M
【色】黒、紺、青のうちいずれか
【サイズ】M
【他】上下が分かれており、上下セットであること

【カジメイク／A-3293／4963527428534】
【弘進ゴム／ＲＶ８２０ ／4940833737826】
【Makku（マック）／AS-7100 ／4939108004312】

2 着

4 雨合羽　L
【色】黒、紺、青のうちいずれか
【サイズ】L
【他】上下が分かれており、上下セットであること

【カジメイク／A-3293／4963527428527】
【Makku（マック）／AS-7100 ／4939108004329】
【川西工業／3522NL／4906554160862】

2 着

5 メジャー 【長さ】50ｍ以上
【ヤマヨ測定機 ／OTR50X ／4957111583273】
【新潟精機 ／GFM-50KD／4975846662230】
【ムラテックKDS／SGR12-50 ／4954183147969】

1 点

6
コンベックス（巻き取り
式金属製メジャー）
7.5m

【長さ】7.5m
【テープ幅】25mm

【KOMELON／KMC-31RM-75-25／8803005319052】
【タジマ／GL25-75BL ／4975364024367】
【エスコ／EA720JJ-7.5／4975364029263】

1 点

7 背幅伸縮式ファイル

【素材】紙製
【サイズ】A4版
【色】ピンク
【穴数】２穴
【収容数】1000枚以上
【他】背幅伸縮式、タテ型

【セキセイ／AE-50F／4974214134706】
【アスクル／88180／4535164030106】
【コクヨ／フ‐VS90NP／4901480232119】

10 冊

8 段ボール 【サイズ】底面A4サイズ版・宅配80サイズ以上
【－／－／4562158810079】
【－／－／4526395612193】
【森紙業 ／108451 ／4562158811380】

20 箱

9 スタッフ（測量機） 【長さ】5000ｍｍ
【シンワ測定／73267／4960910732674】
【ムラテックKDS／K55 IIW／4954183109875】
【エス・ティ・エス／TS-55／4514095060017】

1 本

10 ポインター(指示棒)
【最大の長さ】1000mm以上
【他】伸縮式

【オープン工業／PT-200／：4970115545917】
【コクヨ／サシ-2／4901480431284】
【開明／PO-2005／4901452120055】

1 本

11 電源タップ
【電源コードの長さ】２ｍ以上
【ACコンセント数】８つ以上
【他】マグネット付き

【サンワサプライ／TAP-MG3812N／4969887228807】
【サンワサプライ／TAP-3803N／4969887228739】
【エレコム／T-WHRM3830NN/RS／4549550191425】

2 点

購入品目明細



  （別紙） 

特記仕様書 

 

第１条 発注者と本契約を締結した受注者は、この契約の履行に関して、発注者の職員

から違法又は不適正な要求を受けたときは、その内容を記録し、直ちに発注者の計画

調整局企画振興部総務担当（連絡先：06-6208-7811）に報告しなければならない。 

 

 

（発注者：大阪市 受注者：契約先事業者） 

  



 

グリーン配送に係る特記仕様書  

 

１ 本契約に基づき物品等を大阪市に納入する際には、車種規制非適合車以外の自動車である、

大阪市グリーン配送適合車（以下「グリーン配送適合車」という。）を使用しなければなら

ない。 

 

 

なお、物品配送業務を他人に委託するときは、受託人の使用する自動車についてグリーン

配送適合車の使用を求めること。 

２ 本契約締結後速やかに、本市が別途定める様式により、物品配送業務に使用する自動車

がグリーン配送適合車である旨の届出を環境局環境管理部環境規制課あて行うこと。 

ただし、既に本市に届出済みの自動車を使用する場合又は次の各号に定める自動車を使

用する場合はこの限りではない。 

(1) 大阪府グリーン配送実施要綱に基づく大阪府グリーン配送適合車 

(2) 神戸市グリーン配送ガイドラインに基づく神戸市グリーン配送適合車 

３ 本市に届出済みのグリーン配送適合車に、グリーン配送適合ステッカーを貼付すること。 

４ 物品等を納入した際に、本市職員が確認のため「グリーン配送適合車届出済証」等の提

示を求めた場合には、協力すること。 

 

 

大阪市グリーン配送に関する問合せ 
 
大阪市環境局環境管理部環境規制課 
 自動車排ガス対策グループ 
電 話：０６－６６１５－７９６５ 

注 「車種規制非適合車」とは「自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域に

おける総量の削減等に関する特別措置法（自動車 NOx・PM法）」に定める窒素酸化物排出基

準又は粒子状物質排出基準に適合しない自動車である。 



生成 AI利用に関する特記仕様書 

 

受注者又は指定管理者（再委託及び再々委託等の相手方を含む）が生成 AIを利用する場合は、事前に

発注者あて所定様式により確認依頼をし、確認を受けるとともに、「大阪市生成 AI利用ガイドライン（別

冊 業務受託事業者等向け生成 AI 利用ガイドライン第 1.0 版）」に定められた以下の利用規定を遵守す

ること。 

  

生成 AIの利用規定 

 

• 生成 AI を利用する場合は、利用業務の内容、利用者の範囲、情報セキュリティ体制等及び利用規

定の遵守・誓約内容を事前に所定様式※により発注者宛に確認依頼をし、確認を受けること 
※ 所定様式は大阪市ホームページからダウンロードできます 

  https://www.city.osaka.lg.jp/ictsenryakushitsu/page/0000623850.html 

• 前記確認内容に変更等が生じた際には変更の確認依頼をし、確認を受けること 

• 生成 AI は、受注者又は指定管理者の業務支援目的に限定し、市民や事業者向けの直接的なサービ

スには利用しないこと 

• 文章生成 AI以外の画像・動画・音声などの生成 AIの利用は禁止する 

• インターネット上の公開された環境で不特定多数の利用者に提供される定型約款・規約への同意の

みで利用可能な生成 AIの利用を禁止する 

• 生成 AI 機能が付加された検索エンジンやサイトは、一般的にインターネットで公開されている最

新の情報を検索する目的でのみの利用とし、生成 AIによる回答を得る目的での利用を禁止する 

• 生成 AIを利用する場合は、入力情報を学習しない設定（オプトアウト）をして利用すること 

• 契約又は協定の履行に関して知り得た秘密及び個人情報の入力を禁止する 

• 著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利を侵害する内容の生成につながる入

力及びそのおそれがある入力を禁止する 

• 生成・出力内容は、誤り、偏りや差別的表現等がないか、正確性や根拠・事実関係を必ず自ら確認

すること 

• 生成・出力内容は、著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利の侵害がないか必

ず自ら確認すること 

• 生成・出力内容は、あくまで検討素材であり、その利用においては、受注者又は指定管理者が責任

をもって判断するものであることを踏まえ、原則として、加筆・修正のうえ使用すること 

なお、生成・出力内容の正確性等を確認したうえで、加筆・修正を加えずに資料等として利用（公

表等）する場合は、生成 AIを利用して作成した旨を明らかにして意思決定のうえ、利用すること 

• 情報セキュリティ管理体制により、利用者の範囲及び利用ログの管理などにより情報セキュリティ

の確保を徹底して適切に運用すること 

 


